
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支出の部 

１,０５８,０１４円 １,５３０,８４８円 

収入の部 

令和５年５月２４日（水）三入公民館にて、広島市三入・可部地域包括支援センターより講師を迎え 
三入サロン代表者会議で ACP（人生会議）の研修会を開催しました。 

「もしバナゲーム」を通じて「今現在の自分にとって何が大切か」「どのようにケアしてほしいか」「誰

にそばにいてほしいか」等を考え、自分自身のことをじっくり見つめる機会となりました。 

「もしバナゲーム」（亀田総合病院医師監修）をご存じですか？ 

「人生の最後にどうありたいか」…なんとなく避けて通っている 

話題ですね。大切な誰かと、そんな「もしものための話し合い 

（もしバナ）」をするきっかけ作りになるゲームです 

あなたは何を大切にしたいですか？ 

人生会議（ACP：アドバンス・ケア・

プランニング）とは、  

もしもの時のために、自分が望む医

療やケアについて前もって考えその

希望や思いについて、家族や医療・

介護の専門職など信頼できる人と繰

り返し話し合い、共有する取り組み

のことです。 

       （市民と市政 2.1 号より） 

ACP（人生会議） 

テーブルに置かれたカードと手元にあるカードを交換しながらなぜそれが大切なのか、どうして  
そう思ったのか話をします。それぞれの参加者に特色があり、大切に思うことも異なり、自身の  
心づもりに気づくきっかけになると感じました。  

ゲーム後の皆さんからは、『これは死ぬ前の準備ではなく、これからをより良く生きて行くための  
心づもりだね』とのご意見がありました。  

 (1)  第 93 号          社 協 み い り              令和 5 年 7 月 1 日 
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＜2023年4月現在＞ 

・総人口 8,325人 

・世帯数 3,952世帯 

三入地区社会福祉協議会／令和４年度決算 

１,５３０,８４８円 

負担金収入 
1,600 円 

収入の部 

区社協助成金
624,720 円(41％) 

事務費  
108,610 円(11％) 

区社協会費 
104,100 円(10％) 

福祉事業費 
448,590 円(42％) 広報費  

52,553 円(5％) 

会議費 
28,146 円(2％) 

負担金 
7,245 円(1％) 

電話料入 
165 円 

団体助成 
25,000 円(2％) 

繰り出し金  
10,000(1％) 

支出の部 

前年度繰越金 
443,058 円(29％) 

賛助会費 
92,000 円(6％) 

雑収入 
5 円 

会費収入 
207,300 円(14％) 

ｺﾐｭﾆﾃィ推進費
273,770 円(26％) 

１,０５８,０１４円 

寄付金収入 
162,000 円(10％) 

次年度繰越金 ４７２,８３４円 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2)  第 93 号          社 協 み い り              令和 5 年 7 月 1 日 

☆折出 純 子（南原七十三石）◌ 

☆ 

☆ 

下
原 

 

貞
子
（
南
原
上
組
） 

岩
田 

 

節
子
（
南
原
中
組
） 

杉
野
美
恵
子
（
南
原
中
組
） 

 

会 

長 

佐
々
木
和
治 
（
下
町
屋
７
区
）
町
内
会
連
合
会
顧
問 

副 

会 

長 

寺
山
ル
ミ
子 

（
上
町
屋
安
佐
可
台
）
福
祉
協
力
員
部
会
長 

山
田 

善 

伸 

（
下
町
屋
６
区
）
い
き
い
き
サ
ロ
ン
部
会
長 

横
田 

正 

幸 

（
桐
原
18
区) 

広
報
部
会
長 

山
口 

卓 

壮 

（
南
原
七
十
三
石) 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
会
長 

地
域
福
祉
推
進
委
員 

竹
田 

愛 

子 

（
桐
原
19
区
）
桐
原
地
区
理
事
兼
務 

 

理 

事 

 

末
永 

次 

夫 

（
上
町
屋
1
区)

上
町
屋
連
合
町
内
会
会
長 

 

正
図 

正 

暁 

（
上
町
屋
１
区) 

上
町
屋
連
合
町
内
会 

米
花 

稔    

（
上
町
屋
２
区) 

上
町
屋
連
合
町
内
会 

松
浦 

章 

子 

（
上
町
屋) 

上
町
屋
地
区
女
性
会
代
表 

岡
田   

豊   

（
下
町
屋
8
区)

下
町
屋
町
内
連
合
会
会
長 

観 
 

芳 

子 

（
下
町
屋
10
区)

下
町
屋
地
区
女
性
会
代
表 

新
木 

信 

博  

（
桐
原
19
区) 

桐
原
自
治
会
連
合
会
会
長 

下
谷 

洋 

子 

（
桐
原
15
区) 

三
入
女
性
会
会
長 

十
時
美
由
紀 

（
桐
原
21
区) 

民
生
・
児
童
委
員 

沖
野 

鈴 

夫 

（
南
原
上
組) 

南
原
自
治
会
会
長 

稲
田 

博 

之 

（
南
原
中
組) 

民
生
・
児
童
委
員 

栗
栖 

三 

保  (

南
原
七
十
三
石) 

南
原
自
治
会 

監 

事 市
岡 

敏
夫 

（
下
町
屋
睦
）
町
内
会
連
合
会 

山
之
内
正
己 

（
桐
原
18
区
）
自
治
会
連
合
会  

 

部
村
登
希
雄
（
上
町
屋
１
区
） 

井
上 

郁
郎
（
上
町
屋
２
区
） 

本
田 

貴
志
（
上
町
屋
３
区
） 

飯
田
富
士
夫
（
上
町
屋
４
区
） 

谷
口 

大
治
（
上
町
屋
５
区
） 

白
坂 

辰
之
（
上
町
屋
新
山
倉
） 

越
道 

慶
幸
（
上
町
屋
安
佐
可
台
） 

石
原 

基 
 

（
下
町
屋
６
区
） 

山
崎 

広
志
（
下
町
屋
7
区
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

押
尾 

功
司
（
下
町
屋
馬
場
） 

永
石
九
三
男
（
下
町
屋
睦
） 

中
山 

富
広
（
下
町
屋
８
区
） 

後
藤 

義
雄
（
下
町
屋
９
区
） 

田
辺 

一
典
（
下
町
屋
１０
区
） 

田
村 

卓
三
（
下
町
屋
１１
区
） 

未
定 

（
三
入
市
営
住
宅
） 

松
浦 

勉 
 

（
下
町
屋
１２
区
） 

桑
原 

純
隆
（
下
町
屋
１３
区
） 

  

山
手 

 

里
美
（
下
町
屋
８
区
） 

黒
田 

 

芳
文
（
下
町
屋
８
区
） 

仁
川
美
由
貴
（
下
町
屋
８
区
） 

沖
田 

秀
明
（
下
町
屋
９
区
） 

小
笹 

 
 

操 

（
下
町
屋
10
区
） 

梶
田 

 

直
子
（
下
町
屋
10
区
） 

沼
田 

邦
昭
（
下
町
屋
11
区
） 

未
定 

 

（
三
入
市
営
住
宅
） 

中
山 

龍
弥
（
下
町
屋
12
区
） 

内
藤 

輝
雄
（
下
町
屋
13
区
） 

 

 

池
田 

秀
行
（
下
町
屋
６
区
） 

熊
谷 

 

栄
子
（
下
町
屋
６
区
） 

川
崎 

晴
美
（
下
町
屋
７
区
）

隅
田 

義
治
（
下
町
屋
７
区
） 

谷
川 

有
未
（
下
町
屋
７
区
） 

未
定 

 

（
下
町
屋
７
区
） 

菅
原
ヒ
メ
子
（
下
町
屋
馬
場
） 

宮
中 

頼
克
（
下
町
屋
睦
） 

 

【
下
町
屋
地
区
】（
十
八
名

）

 

（
令
和
５
年
５
月
現
在
） 

 

正
畑 

久
枝
（
桐
原
15
区
） 

宮
本 

英
二
（
桐
原
18
区
） 

（
山
根
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
） 

竹
田 

 

愛
子
（
桐
原
19
区
） 

(

丸
小
山
自
治
会) 

山
本 

町
子
（
高
松
町
内
会
） 

松
本 

雅
子
（
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
） 

塔
岡 

直
樹
（
桐
原
17
区
） 

未
定 

 
 

（
桐
原
20
区
） 

十
時
美
由
紀
（
桐
原
21
区
） 

中
和 

 

知
子
（
桐
原
21
区
） 

（
桐
原
21
区
下
組
） 

棟
久 
玲
子
（
中
応
寺
フ
ァ
ミ
リ
ー
） 

(

中
応
寺
自
治
会) 

未
定 

 
（
桐
山
自
治
会
） 

 

【
桐
原
地
区
】（
十
一
名
） 

【
南
原
地
区
】（
七
名
） 

【
下
町
屋
地
区
】(

十
一
名
） 

平
野 

和
治
（
中
応
寺
自
治
会
） 

塔
岡 

直
樹
（
桐
原
１７
区
） 

小
林 

翔
太
（
桐
山
自
治
会
） 

宮
本 

英
二
（
桐
原
１８
区
） 

村
上 

博
文
（
山
根
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
） 

吉
見 

俊
治
（
高
松
町
内
会
） 

神
嵜 

利
雄
（
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
） 

宮
本 

勇
三
（
桐
原
１９
区
） 

日
野
寛
一
郎
（
丸
子
山
自
治
会
） 

木
下 

隆 

（
桐
原
２０
区
） 

藤
井 

了 

（
桐
原
２１
区
） 

坂
口 

幸
司
（
桐
原
２１
区
下
組
） 

【
桐
原
地
区
】（
十
四
名
） 

 

【
南
原
地
区
】（
四
名
） 

◆
三
入
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
役
員 

  
井
上 
靖
彦
（
上
町
屋
１
区
） 

清
水 
佳
澄
（
上
町
屋
２
区
） 

西
本 

清
治
（
上
町
屋
３
区
） 

大
塚 

繁
夫
（
上
町
屋
４
区
） 

佐
々
木
常
義
（
上
町
屋
５
区
） 

岩
本 

 

智
之
（
上
町
屋
新
山
倉
） 

重
河 

 

素
文(

上
町
屋
安
佐
可
台) 

 

常
務
理
事 

会
計 

山
田 

一
孝 

（
下
町
屋
６
区
） 

常
務
理
事 

事
務
局
長 

西
本 

勝 

則 (

上
町
屋
１
区)  

常
務
理
事 

福
祉
協
力
員
事
務
局 

池
田 

憲 

二
（
下
町
屋
７
区
） 

常
務
理
事 

い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
務
局 

椿  

稔 

治
（
上
町
屋
４
区
） 

常
務
理
事 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
務
局 

齋
木  

信  

（
下
町
屋
７
区
） 

【
上
町
屋
地
区
】（
七
名
） 

西
原
佐
登
子
（
南
原
下
組
） 

助
信 

朱
美
（
南
原
下
組
） 

栗
栖 

 

三
保
（
南
原
七
十
三
石
） 

上
坊 

 

英
子
（
南
原
七
十
三
石
） 

正
畑 

 

忠 
 

（
桐
原
１５
区
） 

渡
辺 

暘
二
（
中
応
寺
フ
ァ
ミ
リ
ー
） 

下
原 

 

幸
徳
（
南
原
上
組
） 

松
原 

哲
雄
（
南
原
中
組
） 

間
所 

英
二
（
南
原
下
組
） 

上
坊 

重
夫
（
南
原
七
十
三
石
） 

黒
田 

芳
文
（
公
衛
協
会
長
） 

 
 
 
 
 

（
体
育
協
会
会
長
） 

保
田 

 

博 

（
自
主
防
災
会
副
会
長
） 

的
場 

 

幸
雄
（
防
犯
組
合
会
会
長
） 

瀧
本 

 

光
浩
（
青
少
協
会
会
長
） 

神
田
光
太
郎 

（
子
ど
も
育
成
会
会
長
） 

木
野
下
亮
次
（
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
） 

 
 

岡
崎 

  

環
（
交
通
安
全
協
会
支
部
長
） 

宮
下 

一
基
（
消
防
団
三
入
分
団
長
） 

中
野 

裕
介 

（
小
学
校
PTA
会
長
） 

濱
内 

昭
成 

（
中
学
校
PTA
会
長
） 

【
他
団
体
代
表
】
（
十
名
） 

【
上
町
屋
地
区
】（
七
名
） 

☆
太
字
は
地
区
代
表 

○
福
祉
協
力
員(

四
十
三
名) 

○
代
議
員(

四
十
六
名) 

☆ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (3) 第 93 号        社 協 み い り                令和 5 年 7 月 1 日 

『
三
入
の
歴
史
を
学
ぶ
会
』 

よ
り
資
料
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

三
入
の
歴
史
と
史
跡 

② 

私
達
が
現
在
住
ん
で
い
る
こ
の
三
入
に
は
、
ど
ん
な
歴
史
が
あ
る
の
か
を 

皆
様
に
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。 

以
前
に
も
取
り
上
げ
て
い
る
内
容
も
あ
り
ま
す
が 

『
再
び
』『
違
う
視
点
で
』 

お
届
け
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。 

第 
②
回
は
、『
三
入
神
社
』に
つ
い
て
で
す
。 

 

三
入
神
社
は
、
古
代
の
自
然
信
仰
の
時
代
か
ら
現
在
地
に
鎮
座
さ
れ
て
い
た
と
推 

測
さ
れ
ま
す
。 

三
入
は
平
安
中
期(

九
〇
一
〜
一
〇
九
三
年
頃)

に
は
全
国
で
も
数
少
な
い
国
の
政 

府
の
直
接
の
領
地
で
あ
っ
た
り
、
次
に
は
、
石
清
水
八
幡
宮
の
社
領
に
な
っ
た
と
可
部 

町
史
に
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
様
に
特
別
な
地
域
だ
っ
た
の
で
鎌
倉
時
代(
一
一
八
五
〜
一
三
三
三
年)

の
御 

家
人
の
中
で
特
別
の
存
在
で
あ
っ
た
熊
谷
氏
が
、
三
入
の
庄
の
地
頭
に
任
命
さ
れ
ま 

し
た
。 

 

高
松
山
の
城
主
の
熊
谷
氏
は
三
入
神
社
を
守
護
神
と
し
、
八
幡
宮
の「
八
」
の
文
字 

を
熊
谷
氏
の
家
紋
の
鳩
を
用
い
て
、
向
か
い
合
う「
鳩
」
の
絵
文
字
で
表
し
て
大
き
く 

立
派
な
額
と
し
た
も
の
が
今
も
神
殿
に
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
境
内
に
あ
る
鐘
突
堂 

に
あ
る
梵
鐘
は
、
毛
利
元
就
（一
五
七
一
年
没
）
の
一
周
忌
に
あ
た
り
熊
谷
信
直
、
高 

直
親
子
が
焼
失
し
た
ま
ま
だ
っ
た
三
入
八
幡
宮
を
再
建
し
た
際
の
も
の
で
現
在
、 

広
島
市
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

境
内
に
は
拝
殿
前
の
石
造
り
の
狛
犬
と
別
に
鋳
物
の
町
可
部
の
神
社
ら
し
く
、 

鋳
物
製
の
狛
犬
が
あ
り
ま
す
。
金
属
製
の
狛
犬
は
、
か
つ
て
は
さ
ほ
ど
珍
し
い
も
で
は 

な
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
太
平
洋
戦
争
中
の
昭
和
一
七
年
に
、
金
属
供
出
の
命
が 

出
さ
れ
、
多
く
の
鋳
製
狛
犬
が
溶
か
さ
れ
て
軍
需
品
に
姿
を
変
え
て
し
ま
っ
た
そ
う 

で
、
現
在
で
は
滅
多
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

尚
、
三
入
神
社
で
は
毎
月
一
日
と
一
五
日
に
例
祭
が
執
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

鐘突堂と鋳物の狛犬 

三入神社拝殿 

南側：正面入口 

拝殿まで２３３段  

西側：の入口と階段／拝殿まで２１４段  



愛 

の 

灯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (4) 第 93 号        社 協 み い り                令和 5 年 7 月 1 日 

三
入
児
童
館 

 

館
長 

米
田 

利
恵 

【
三
入
地
区
社
協
の
仲
間
を
募
集
】 

（
令
和
4
年
12
月
23
日
か
ら 

令
和
5
年
6
月
17
日
現
在
） 

次
の
方
々
が
こ
の
間
に
お
亡
く
な
り
に

な
り
ま
し
た
。
ご
生
前
の
お
も
か
げ
を
偲
び

つ
つ
、
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。 

                  

福祉協力員 部会 

いきいきサロン 部会 

ボランティアバンク 部会 

年齢：男：女を問わず 

あなたの参加を 

お待ちしています❣ 

アイディア     
 

 

 

デアあ 

連絡先： 西本（社協事務局長）８１８－３０８６ 

広報 部会 

 

三
入
地
区
社
協
で
は
、 

「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
自
立
と
支

え
あ
い
の
地
域
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
諸
活

動
を
進
め
て
い
ま
す
。 

主
な
活
動
は
左
記
の
４
部
会
を
中
心
に
推

進
し
て
い
ま
す
。 

地
域
社
会
の
福
祉
に
関
わ
り
を
、
お
持
ち

に
な
り
ま
せ
ん
か
？ 

上
町
屋 

 

寺
山
ル
ミ
子 

西
本 

勝
則 

椿 
 

稔
治 

 

大
塚 

純
子 

天
野 

初
子 

下
町
屋 

佐
々
木
和
治 

山
田 

善
伸 

池
田 

憲
二 

齋
木 

 

信 
 
 

谷
本 

順
子 

山
田 

一
孝 

桐 

原 

横
田 

正
幸 

竹
田 

愛
子 

 

十
時
美
由
紀 

南 

原 

山
口 

卓
壮 

稲
田 

博
之  

栗
栖 

三
保 

社
協
み
い
り
・
編
集
委
員 

下
町
屋 

 
沖
田 

秀
明 

様 

桐 

原 
 

神
手 

満
恵 

様 

桐 

原 
 

縄
手 
裕
子 

様 

次
の
方
々
が
香
典
返
し
等
に
代
え
て

心
の
こ
も
っ
た
ご
厚
志
を
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
地
域
福
祉
の
向
上
に
対
す

る
深
い
ご
理
解
の
賜
物
で
あ
り
ま
す
。 

ご
厚
情
に
対
し
て
心
よ
り
厚
く
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。 

三
入
地
区
社
協
の
福
祉
協
力
員
は
総
勢

40
名
で
、
地
域
の
「
気
が
か
り
な
人
」

の
見
守
り
な
ど
を
通
じ
て
、
安
心
で
住
み

や
す
い
街
づ
く
り
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。 

独
居
高
齢
者
の
方
も
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
の
で
、
改
め
て
「
救
急
医
療
情
報
キ

ッ
ト
」
を
ご
案
内
し
ま
す
。 

き
っ
と
役
立
つ
「
救
急
医
療
情
報
キ

ッ
ト
」
是
非
用
意
し
て
お
こ
う
!! 

お
申
込
み
先 

お
近
く
の
福
祉
協
力

員
又
は
自
治(

町
内)

会
長
へ 

１
セ
ッ
ト
２
０
０
円
の
有
料
配
布
で
す
。 

 
 

上
町
屋 

竹
田 

康
生 

様 

56
歳 

上
町
屋 

采 

ア
ヤ
子 

様 

91
歳 

上
町
屋 

表 
 

信
江 

様 

81
歳 

上
町
屋 

脇
阪 

京
子 

様 

73
歳 

 

下
町
屋 

沖
田
シ
ヅ
コ 

様 

89
歳 

下
町
屋 

日
野
原
駫
子 

様 

86
歳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

下
町
屋 

獅
子
田
清
子 

様 

100
歳 

下
町
屋 

森
戸 

敏
寿 

様 

90
歳 

下
町
屋 

山
手 

芳
徳 

様 

71
歳 

 

桐 

原 

大
下
キ
ヨ
コ 

様 

89
歳 

桐 

原 

西
本 

博
哉 

様 

94
歳 

桐 

原 

縄
手
サ
ツ
ヱ 

様 

91
歳 

桐 

原 

中
野 

俊
樹 

様 

37
歳 

 

南 

原 

胡 
 

光
彦 

様 

69
歳 

南 

原 

河
野
美
恵
子 

様 

80
歳 

南 

原 

政
屋 

絹
江 

様 

76
歳 

南 

原 

阿
南 

京
子 

様 

74
歳 

南 

原 

平
長 

 

徳 

様 

92
歳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

三
入
児
童
館
の
紹
介 

 

「
新
任
挨
拶
」 

 

本
年
度
４
月
１
日
付
で
、
三
入
児
童
館
館
長

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
米
田
で
す
。
館
長
の
仕
事

は
初
め
て
で
、
至
ら
ぬ
こ
と
も
多
い
と
思
い
ま
す

が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

三
入
児
童
館
は
、
三
入
公
民
館
の
隣
に
屋
根

続
き
に
あ
り
ま
す
。
平
日
は
13
時
か
ら
、
土
曜

日
は
10
時
か
ら
開
い
て
い
ま
す
。
お
お
ま
か
な

利
用
と
し
て
は
、
家
か
ら
自
由
に
遊
び
に
来
れ

る「
一
般
来
館
児
童
」と
、
就
労
等
に
よ
り
保
護

者
が
下
校
時
に
家
に
居
な
い「
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
子
ど
も
」に
分
か
れ
ま
す
。 

 

月
に
２
回
午
前
中
に
は
、
子
育
て
広
場「
ア
ン
パ

ン
マ
ン
」
が
あ
り
、
未
就
園
児
の
お
子
様
も
保
護

者
と
一
緒
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

三
入
児
童
館
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ(

通
称 

や

ま
び
こ)

は
、
現
在
、
児
童
館
内
と
小
学
校
の
教

室
１
つ
を
お
借
り
し
て
２
施
設
で
運
営
し
て
い
ま

す
（
児
童
館
組
22
名
、
教
室
組
31
名
）。 

 

児
童
館
は
、
遊
び
を
通
じ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
出

会
い
と
経
験
か
ら
、
子
ど
も
達
が
心
豊
か
に
成

長
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
く
役
割
が
あ
り
ま

す
が
、
私
達
支
援
員
だ
け
で
は
で
き
な
い
事
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。 

家
か
ら
遊
び
に
来
る
子
も
、
や
ま
び
こ
の
子

も
、
大
切
な
三
入
っ
子
で
す
。 

地
域
の
方
々
に
は
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
三
入
っ

子
た
ち
が
健
や
か
に
過
ご
せ
る
よ
う
こ
れ
か
ら

も
ご
支
援
と
ご
協
力
の
ほ
ど
、
ど
う
ぞ
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

「
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の
紹
介
」 

       

＊広報部会は「社協みいり」

広報誌を年 2 回発行 


